
心ゆたかにたくましく

かしこく成長する

「たかせの子」

その２
６月２日（火）

各委員会か

ら、６月の活動目標及び全校の皆さんに協力してほし

いことについて、連絡がありました。集団生活を快適

に過ごすためには、約束事が必要となってきます。ど

んな約束が必要なのかをみんなで考え、みんなで実行

していくことが「自治（じち）」の第一歩です。着実

に前に進んでいることを感じました。

【校長あいさつ】

今日の全校集会は、「トンちゃんの夢」というお話

をします。

こぶたのトンちゃんは、いつも文句ばかり言ってい

ます。「どうしてぼくはこんなにみっともない姿なん

だろう。鼻は上を向いているし、耳は小さいし、しっ

ぽなんてこんなに丸まっている」トンちゃんはゾウを

見ると「あんな長い鼻ほしいな」、ウサギを見ると「耳

がかっこいいな」、クジャクを見ると「しっぽがあん

なふうにきれいに開いたらな」、ライオンを見ると「強

そうだなあ、ぼくもあんなたてがみがほしいよ」。ト

ンちゃんは、うらやましくてしょうがありません。

そこに、なんでも願いをかなえてくれる女神さまが

舞い降りてきます。そして「トンちゃんがお望みなら、

願いをかなえてあげましょう」とほほえみながらやさ

しく言いました。「え、本当ですか」とトンちゃんは

大喜びです。女神さまは呪文を唱えました。

するとトンちゃんは理想の動物に姿を変えました。（み

なさん、想像してみてくださいね。）ゾウのような長

い鼻、ウサギのような大きな耳、クジャクのようなき

れいなしっぽ、そしてライオンのようなたてがみのあ

る動物に、トンちゃんは変身したのです。トンちゃん

はうれしくてうれしくてたまりませんでした。毎日毎

日みんなに自慢していました。しかし、みんなはほめ

てくれるどころか、不思議そうな顔をして行ってしま

います。そこに人間が来て、珍しい動物だとトンちゃ

んをサーカスに売り飛ばしてしまいました。サーカス

に来たトンちゃんは、いろいろな芸を仕込まれました

が、何一つできません。ムチでたたかれ「痛い、痛い」

と叫んでいるとき目が覚めました。

目を覚ましたトンちゃんは、もとのこぶたでいる姿

に「ああよかった」と胸をなで下ろしました。そして、

自分のよさをもっと大切にしようと思いました。

みなさんは、どんなことを感じましたか。

令和２年度、これまで当たり前に行ってきたこと

が、当たり前ではなく、新たな生活様式が求められ

てきました。人との関わり合いの中で最も大切にし

てきた「コミュニケーション」「スキンシップ」等が

ソーシャルディスタンスの下、遠ざけられてしまう

こともしばしばでした。保護者の皆様におかれまし

ても、いろいろなことがあったことと思われます。

そんな中ではありますが、高瀬小学校の今年度の

歩みも、少しずつでありますが、着実に一歩一歩前

進しております。その一端を、今回はご紹介させて

いただこうと思います。

Ｎｏ.7 令和２年6月1９ 日 保護者地域の声を学校へ

高瀬小学校 学校報

その１

６月１０日（水）、南教育事務所の指導主事、

赤川渉先生をお迎えして、授業研究会を行いまし

た。４年生の算数の授業を、校内の先生方みんな
で見て勉強しようというものです。「高瀬っ子、

坂道ランキング！（教材名 角の大きさの表し方

を調べよう）」という単元で行いましたが、指導

主事の先生からは「分からなかった友達の発言に
対し、もう一度説明を求め、自分の考えを高めよ

うとする態度ができている子どもたちである。安

心感をもって学び合っている姿がとても素晴らし

かった。」と言っていただきました。個々の思い
を言葉にし伝え合うことで、子どもたちの思考力

は確実に高まっていることを、私も感じることが

できました。さわやかな気持ちで授業を見ること

ができました。４年生のみなさん、素晴らしかっ
たです。ありがとうございました。

その３換気もバッチリ！



１学期末全校 PTA
の開催について

・令和２年７月２日（木）
・授業参観 13:15~14:00

(５年生は 13:00~14:00)
・緒 連 絡 14:15~14:25
・学年懇談 14:30~15:30

＊４月に見ることのできなか
った子どもたちの授業の様
子を、是非見に来てくださ

い。（参観は、マスク着用と隣と
の間隔をお願いいたします。）

その５ 高瀬小学校が自信をもって校外に発信する「高瀬っ子 夢 キラッとプロジェク

ト」が、６月９日（火）４校時にスタートしました。（私は昨年の様子を DVDで見ましたが、正直、

その完成度の高さに驚きました。）例年のスタートは「伝統芸能を鑑賞する集会」があり、協力し

ていただける３団体の方々の模範演技を鑑賞するところからでありましたが、今年度は残念ながら

オリエンテーションからとなりました。主担当の富沢章彦先生から「みんなの心の中に種をまくよ

うに、ふるさとのよさを知ってもらう『はじめの一歩』の活動 それが『高瀬っ子 夢キラッとプ

ロジェクト』」「羽後町の良さをしっかりと理解して、りっぱな羽後町民になってほしい。羽後町で

花を咲かせてほしい。」との説明があり、みんなこれからの活動に意欲を高めることができました。

特に６年生は、過去３年間で全ての伝統芸能を経験し、これから１年間は、各芸能の「マスター」

の称号の下、後輩たちの指導に当たることとなりますので、その活躍に皆期待しているところです。

学習発表会本番まで、みんなで力を合わせて頑張っていきましょう。（１・２年生のみなさんは、

お兄さんやお姉さんの応援をお願いします。

その４ （５月１９日（火）・６月１６日（火）でした。）

今年度も、「絵本とあそぼ」の皆様に学校に来ていただい

て、読み聞かせをを行うことができました。毎回いろいろな

本を紹介していただき、たかせっ子の読書への関心も高まっていることが実感できます。（学校図書館の貸し

出しも順調です。）何よりも、読み聞かせを聞いているときのたかせっ子の目が素敵です。「目で聴いている」

という印象です。これからも毎月第３火曜日は、心を耕す時として大切にしていきたいと思います。

その6 「うご牛」の牛丼給食 ６月２日（火）

その7お花があると嬉しいね その8「言の葉」コーナー

（県からいただいたお花です） （空きスペースを読書の場所に）

その9保健委員会による

「健康紙芝居」


